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札幌市総合交通計画

１．概要

理念

・

方針

＜計画理念＞

「暮らし」・「活力」・「環境」を重視する公共交通を軸とした交通
体系の実現
～あるべき将来都市像を実現する「バランス」を

考慮した都市交通を目指して～

■３つのバランス
• 「公共交通と自動車」のバランス
• 「整備と活用」のバランス
• 「行政、市民・企業、交通事業者の役割」のバランス

＜基本方針＞
「暮らし」
z地域特性に応じた『拠点のまちづくり』を支える
「活力」
z道都さっぽろの顔となる『都心まちづくり』を支える
zさっぽろの『都市観光』を支える
z圏域連携のための『広域交通』を強化する
「環境」
z交通システムの充実により『環境首都・札幌』の実現を支える

＜施策パッケージ（交通戦略）＞
「暮らし」
z拠点まちづくり支援パッケージ
「活力」
z都心まちづくり支援パッケージ
z観光促進パッケージ
z広域連携パッケージ
「環境」
z環境負荷低減促進パッケージ

目標

年次
z施策パッケージ（交通戦略）：平成32年度（2020年度）
[計画理念・基本方針：平成42年度（2030年度）]

位置

づけ

札幌市を取り巻く様々な課題に対応した「将来交通計画」で
あるとともに、より効果的・効率的に事業展開が図れるよう「各
種交通施策・事業を体系化（パッケージ化）した総合的な都市
交通計画」として策定。
また、本計画は札幌市の交通に関する個別計画等を策定・
実施する上での“指針”となる。

総合交通体系（ＰＴ調査） ○ Ｈ18

都市交通マスタープラン ○ Ｈ21

都市計画マスタープラン ○ Ｈ15

戦略
策定

範囲

都市圏

市域 ○

特定エリアのみ

■都市づくりの力点

北海道

出典：札幌市都市計画マスタープラン
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２．目標と指標

主
な
指
標

交
通

交通手段別分担率 ○

一定時間アクセス可能圏域人口(拠点等）

中心部歩行者数 ○

自転車交通量

公共交通カバーエリア

バス利用者数

鉄道、路面電車利用者数

社
会

DID内人口密度

中心部居住人口･公共交通ｻｰﾋﾞｽ圏域人口

商品販売額

交通事故件数、死傷者数

環
境

CO2排出量 ○

その他
指標

歩道バリアフリー化整備率

札幌観光の満足度

主要拠点間のアクセス時間

公共交通に対する満足度

個別の交通施策・事業における効果検証など

○

■モニタリング指標（代表指標）と目標

 算出方法

1-1
歩道バリアフリー化整備率
（重点整備地区53箇所）

バリアフリー新法における「生活関連経路」
の歩道バリアフリー化整備率を集計

◎
市民まちづくり局資料より
収集・計測が可能

代表指標

1-2
公共交通分担率（地下鉄・

ＪＲ・バス・路面電車）

パーソントリップ調査結果より、公共交通分

担率を算出
○
道央都市圏総合都市交通体
系調査協議会資料より確認

が可能

代表指標

1-3 生活拠点の駅乗車人員 拠点駅における乗車人員を集計 ◎
市民まちづくり局資料より
収集・計測が可能

1-4
拠点周辺の主要道路の交

通事故件数
市街地幹線道路の交通事故件数を集計 ○

ITARDAデータの収集後、集

計する必要あり

1-5 拠点周辺の歩行者交通量
拠点周辺道路（定点）における歩行者交通量

を観測
△ 新規調査が必要

1-6
拠点駅周辺の放置自転車

台数
駅周辺における放置自転車台数を観測 △ 新規調査が必要

2-1 都心の歩行者交通量
都心の主要道路（定点）における歩行者交通
量を集計

◎
札幌市都心商店街通行量調
査より収集が可能

代表指標

2-2 都心の駅乗車人員

都心の駅（JR札幌、地下鉄さっぽろ、大通、

すすきの、豊水すすきの等）における乗車人

員を集計

◎
市民まちづくり資料より

収集が可能

2-3 都心の商業販売額
都心に立地する事業所の商業販売額（小

売・卸売）を集計
◎
商業統計調査より収集が可

能

2-4 都心の放置自転車台数 都心における放置自転車台数を観測 △ 新規調査が必要

3-1
札幌観光の満足度（観光

スポットへのアクセス）
市資料より、市民の満足度を集計 ◎

観光文化局資料より収集が

可能
代表指標

3-2
主要観光拠点間のアクセ

ス時間

速度調査結果より、都心と主要観光拠点間

のアクセス時間を集計
○

道路交通センサスデータの収

集により確認が可能

また、外部プローブデータの
収集により確認が可能

4-1
主要交通拠点間のアクセ

ス時間

速度調査結果より、主要な拠点間※1のアク

セス時間を集計
※1
都心・空港間、都心・港

湾間、空港・主要観光地間等

○

道路交通センサスデータの収
集により確認が可能

また、外部プローブデータの

収集により確認が可能

代表指標

4-2
市境スクリーン自動車交

通量

主要広域幹線における市境付近交通量を集

計
○

道路交通センサスデータの収

集により確認が可能

また、外部機械計測交通量の
収集により確認が可能

4-3 丘珠空港利用者数 丘珠空港の利用者数を集計 ◎
市民まちづくり局資料より収

集が可能

5-1 CO2排出量（運輸部門）
札幌市全体のCO2排出量（運輸部門）

※2

を集計
◎ 環境局資料より収集が可能 代表指標

5-2 公共交通利用満足度 市資料より、市民の満足度を集計 ○ 外部資料より収集が可能 代表指標

5-3 札幌市内渋滞損失時間 札幌市内の渋滞損失時間を算出 ○ 外部資料より収集が可能

都心まちづくり

支援

都心の魅力向上や賑わ

い創出のため、安心・安
全な都心交通環境の向

上、市内各地や道内外

との“人”や“物”の流れ
の円滑化を図ります。

公共交通機関が充実

する都心の今後のま
ちづくりの進展に伴う

賑わいを確認する指

標としては、左指標が
妥当と判断。

パッケージ 評価指標
データ入手・効果計測

の難易度
代表指標選定

拠点まちづくり

支援

市民生活における交通

の利便性向上のため、
生活拠点周辺における

安心・安全な交通環境

の向上を図ります。

今後の高齢化社会に
おける「歩いて暮らせ

るまちづくり」の進捗

度合いを確認する指
標としては、左指標が

最も妥当と判断。

環境負荷低減

促進

公共交通の利用促進等

による自動車利用の適
正化や交通の円滑化を

図り、環境負荷の低減

による低炭素型交通シ
ステムの充実を図りま

す。

地球規模の温暖化防

止に寄与するエコな
交通システムの充実

により、環境改善の

満足度合いを確認す
る指標としては、左指

標が妥当と判断。

観光促進

様々な来訪者による観

光周遊を支援するた
め、利便性の高い交通

サービスの提供を図り

ます。

観光周遊の支援によ

り、観光促進に寄与
する交通サービスの

満足度合を確認する

指標としては、左指標
が妥当と判断。

広域連携

札幌を含めた道内各地

の魅力・活力向上を支

援するため、道内各地
や空港、港湾施設との

アクセス性向上等を図り

ます。

札幌市と市外主要拠

点（空港・港湾等）と

のアクセス強化によ
り、広域連携の度合

いを確認する指標とし

ては、左指標が妥当
と判断。

■（参考）パッケージ別の評価指標選定結果

■代表指標・目標設定の考え方
(1)交通施策の体系化（パッケージ化）に対応した指標・目標を設定
(2)わかりやすく定量的な指標・目標を設定
(3)効果計測が可能な目標を設定
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３．展開施策（１）
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３．展開施策（２）
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３．展開施策（３）

 

沿道ビルと地下歩行空間の接続促進による地上・地下の回遊性の向上 ▶

自転車利用のルール・マナーの効果的な周知・啓発 ▶

長期未着手の都市計画道路の見直し ▶

重点的・効率的な除排雪の実施 ▶

シーニックバイウェイの推進 ▶

次世代自動車の普及促進のための補助の実施 ▶

附置義務駐車場共同化の検討 運用　　　　　　　　　　　　　　　　　▶

「えきバス・ナビ」および「えきバス・テル」の利便性向上 ▶

ICカードの相互利用など利便性向上 ▶

モビリティ・マネジメントの推進 ▶

「札幌まちめぐりパス」の拡充 ▶

駅、バスターミナルの案内表示の多言語化の検討

都心と周辺部観光スポット等を結ぶ交通手段の利用環境の整備

「のってeco！プロジェクト」の推進 ▶

ドニチカキップ等の利用しやすいサービス策の充実 ▶

サタデーテーリングの継続実施 ▶

「駅の個性化プロジェクト」の実施 ▶

バス路線の適切な維持 ▶

効率的で使いやすい地域公共交通ネットワークの構築 ▶

ノンステップバスの導入推進 ▶

北海道新幹線の多面的な建設促進活動の展開

道内空港網の拠点としての利用促進と利便性向上 ▶

「都市型レンタサイクルシステム」の展開 ▶

路外施設を活用した荷さばきの推進 ▶

新幹線

航空（丘珠空港）

その他

自転車

自動車
（道路）

駐車場

公共交通全般

バス

地下鉄

長期（10-20年間）
（▶：以降継続）

・バス、路面電車での共通利用

・Kitaca、Suicaの利用サービス開始

路面電車

を含む

　ソ　フ　ト　施　策
短・中期（10年間）

前　期 後　期

徒歩
札幌駅前地下歩行空間等の広場空間を活用した賑わいの創出

 
歩道バリアフリー化の推進 完成

拠点等の幹線道路における無電柱化の推進 ▶

南１条地区地上・地下整備の検討

都心の骨格構造の強化・検討（「サッポロ広場」の形成など）

西２丁目地下歩道の検討・整備 ▶

北３条広場の整備 完成

総合的な駐輪対策の推進（既存用地を活用した駐輪環境の整備、民間整備の制度検討など） ▶

自転車走行空間の明確化 ▶

生活道路の整備 ▶

道路の効率的な維持管理の推進（舗装・橋梁補修など） ▶

都心アクセス強化道路軸の検討（創成川通の機能強化、豊平川通の南北延伸）

環状道路未整備区間の整備（西野真駒内清田線、環状通、札幌新道）

放射道路未整備区間の整備（国道２３０号など）

道央圏・札幌圏連携道路の検討・整備（札幌大橋、屯田・茨戸通、札幌江別大橋）

緊急輸送道路未整備区間の整備 ▶

篠路駅周辺地区の検討・整備

バス路線等の幹線道路の整備 ▶

交差点改良等による渋滞対策の推進 ▶

右折レーン設置、中央帯・停車帯の明示等による既存道路空間の有効活用 ▶

地下鉄駅のバリアフリー化（ホーム柵設置） 完成

既存線のループ化、延伸検討 ▶

低床車両導入 ▶

札幌駅交流拠点再整備の検討 検討

苗穂駅周辺地区の検討・整備

JR札沼線電化の推進 完成

地下鉄東豊線栄町駅交通広場の整備 完成

都心部に乗り入れる観光バスの乗降場・待機場の検討

長期（10-20年間）
（▶：以降継続）

徒歩

　ハ　ー　ド　施　策　（基盤整備）
短・中期（10年間）

前　期 後　期

その他

自転車

自動車
（道路網）

鉄道

路面電車

地下鉄

バス

■交通施策等の目標スケジュール
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４．総合交通戦略の推進及び評価
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５．その他（戦略報告書の構成・特徴等）

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人口増加にもかかわらず、公共交通利用は人口のようには伸びていない。 
人口伸び率＞1 かつ 公共交通利用伸び率＜人口伸び率×0.88※ 

Yes＝74統計区 

徒歩圏に駅が無い？ 
Yes＝41、      No＝33 

急速に高齢化している？ 
（高齢化率の上昇≧＋6％※） 

Yes＝21    No＝20 

公共交通は全市並以上に 
使われている？ 

（公共交通分担率≧20％※） 
Yes＝14     No＝19 

ＣⅠ群（特徴的な地域） 

8統計区 
公共交通分担率が 

2％以上低下 

ＣⅡ群 11統計区 
公共交通分担率の 
低下は 2％未満 

ＡⅡ群 8統計区 
バス乗降数が 
0～25％減少 

公共交通インフ

ラが活かされて

いない？ 

高齢者の足の

確保が喫緊の

課題となる？ 

マイカー前提の

ライフスタイル

が進行？ 

ＡⅠ群（特徴的な地域） 

13統計区 
バス乗降数が 
25％以上減少 

ＢⅡ群 8統計区 
公共交通分担率の 
低下は 2％未満 

ＢⅠ群（特徴的な地域） 

12統計区 
公共交通分担率が 

2％以上低下 

高齢化などに

よる交通需要

の減少が生じ

ている。 

↓ 

≠交通課題 

札幌市全域 

※札幌市内平均値 

バス路線維持は過疎地域特有の課題ではなく、人口が増加している札幌市
街地でも生じる問題であることを示し、市民と危機感を共有することが必要です。
一般的に、パンフレット等では典型的な人物像（ペルソナ）を示し、市民に自
身のことと置き換えて考えてもらうという手法がありますが、本計画では実在し
ない架空の人物像ではなく、実際の地域分析から浮かび上がる実在する人物
像であることが望ましいと考えました。
そこで、以下のとおり特定の地域を例にとり、公共交通の視点から地域分析
を行うことで、公共交通利用者数の減少の一因となりうる人物像を描くこととし
ました。

 

ＡⅠ群 
ＡⅡ群 
ＢⅠ群 
ＢⅡ群 
ＣⅠ群 
ＣⅡ群 

公共交通利用から見た地域像と人物像の分析
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■地域の典型例の分析

地域Ａ（高齢化する郊外地域）の例 ： 札幌市西区平和の場合

＜平和地区＞
①地区の概要
平和地区は北の琴似発寒川と南の五天山に挟まれた地区であり、地区
内の幹線道路として東西に走る手稲右股通があります。
戸建て住宅が中心の住宅地であり、1970年代から1990年代の建築が
多く、2000年以降の建物割合は少ない地区です。

 

建物別の建築年次

2,000 - 2,011
1,990 - 2,000
1,980 - 1,990
1,970 - 1,980
1,960 - 1,970
1,950 - 1,960
1,800 - 1,950
NoData

平和地区 

西野地区 

福井地区 

資料：都市計画基礎調査（平成21年3月末現在）
図 地区内建物の建築年次

【人口ピラミッド】

平成17年時点の年齢別構成をみると、55～59歳（団塊の世代）の割合が特
に多くなっています。平成7年時点と比較すると、かつて10歳～24歳だった年
齢層が減少しています。
若年層の転出により、55～59歳（団塊の世代）の割合が高くなっており、今
後急速な地域人口の高齢化が予想されます。

資料：「札幌市の人口（国勢調査結果に基づく統計区別人口）」より
図 平成7年の地区内人口の年齢構成（左：平和地区、右：全市）

資料：「札幌市の人口（国勢調査結果に基づく統計区別人口）」より
図 平成17年の地区内人口の年齢構成（左：平和地区、右：全市）

 年齢階層別人口（当該地区）平成7年（単位：人）

313

442

567

624

562

374

424

495

708

846

637

437

379

315

220

149

139

104

0 200 400 600 800 1000

0～4

5～9

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85歳以上

（歳） 年齢階層別人口（札幌市）平成7年（単位：千人）

81

89

103

130

161

135

127

120

140

155

117

100

93

76

53

35

23

16

0 50 100 150 200

0～4

5～9

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85歳以上

（歳）

 生産年齢人口 
5,486 人 

 生産年齢人口 
1,276 千人 

 
年齢階層別人口（札幌市）平成17年（単位：千人）

73

78

84

104

130

136

153

136

128

122

140

153

116

97

86

66

42

35

0 50 100 150 200

0～4

5～9

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85歳以上

（歳）年齢階層別人口（当該地区）平成17年（単位：人）

253

307

348

422

429

398

473

402

419

498

693

825

634

469

398

320

258

327

0 200 400 600 800 1000

0～4

5～9

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85歳以上

（歳）

 生産年齢人口 
5,193 人 

 生産年齢人口 
1,318千人 



11
札幌市総合交通計画 北海道

【公共交通網】

平和地区にはJRバス路線があり、平和地区と地下鉄発寒南駅、地下鉄琴似
駅、JR琴似駅に接続しています。

＜参考＞バス停：平和１条５丁目の場合
・乗車時間
（バス停）平和１条５丁目 → （地下鉄発寒南駅）18分
→ （地下鉄琴似駅） 22分
→ （JR琴似駅） 25分

・バスの便数
片道：82便／日 （朝ラッシュ時には約５分間隔で運行）

【人の動き】

平和地区の交通発生集中量（地区を発着する延べ人数の総和）を見ると、
発生集中量全体は1.3倍に伸びているにもかかわらず、バス伸び率は0.7倍、
地下鉄0.8倍、JR0.9倍と公共交通利用が減少している傾向にあります。
公共交通利用の発生集中量を目的別に見ると、通勤目的では発生集中量
自体は増加していますが、公共交通利用は微増にとどまっています。
また、通学目的では、発生集中量自体は微増ですが、公共交通利用は大き
く減少しており、私用目的では、発生集中量自体は大幅に増加していますが、
公共交通利用は大きく減少しています。

資料：「札幌・交通地図バスルートマップ（2007年現在）」より
図 平和地区と周辺のバス路線網

資料：道央都市圏パーソントリップ調査
図 平和地区の「代表交通手段別」交通発生集中量

 

平和地区 

 平和地区の交通発生集中量（全目的）
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【地域の概況（まとめ）】

�平和地区は、1970年代から1990年代にかけて建てられた戸建て住宅が中心の地区である。
�居住者の年齢構成では、団塊の世代の割合が特に高い傾向があり、今後急速な高齢化が予想される。
�平和地区における公共交通機関はバスであり、最寄り駅の地下鉄発寒南駅・琴似駅、JR琴似駅に接続しており、ピーク時には５分間隔で
運行されるなど、バスサービスレベルは高い状況にあるが、通勤・通学・私用といずれの目的においても公共交通を利用する割合が低下し
ている。

�通学や私用目的では、公共交通利用者数の減少が平成18年時点で現れており、通勤での公共交通利用は平成18年時点では未だ減少し
ていませんが、団塊の世代が定年を迎えることで、減少に転じることが予想される。

【地域住民像（ペルソナ）の例示】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０数年前 い ま 

山田さん（50 歳（当時））はバス・地下鉄と乗り継いでの

通勤、娘さんはバス通学と、毎日バスを利用していました。 

奥さんは運転免許が無いため、バスでよく大通に出かけて

いたのですが… 

地域が高齢化するとともに、公共交通利用者が

大幅に減少してきました。 

 
ある日から さらには 

利用者減少でバスも路線縮小・減便になって

しまうかもしれません。 

こんな困ったことがあるかもしれません。 

現状ではバスサービスレベルが高い地域ではあるが、今後、公共交通利用者数がいっそう減少していった際、
サービスレベルが維持されるかは疑問であり、高齢者などの車を利用できない人にも配慮した「生活の足の確
保」の問題が懸念される。


